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令和７年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（中学校理科） 

１ 結果のポイント 

・IRT スコアの全国の値との比較では 17 ポイント、県の値との比較では、19 ポイント上回っている。 

 

２ 課題が見られた問題と指導の改善事項 

（１）正答率が全国平均よりも低かった問題① 

１（１） 

（出題の趣旨）電熱線で水を温める学習場面において、回路の電流・電圧と抵抗や熱量に関する知識及

び技能が身に付いているかどうかをみる。 

 

正答率：国東市 45.1  全国 51.9 
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○誤答の傾向 

直列回路と並列回路とでは回路全体の抵抗が大きくなるのは並列回路であると誤って捉えていると

考えられるものが多くみられた。並列回路の回路全体に流れる電流の量が小さくなり、発生する熱量

が小さいと捉えている生徒がいると考えられる。 

 

○指導の改善に向けて  

・電圧・電流・抵抗と発生する熱量との関係を関連付けて捉えることができるようにする。 

電圧・電流・抵抗と発生する熱量との関係について、授業で行われる観察、実験等と関連付けて捉

えることが大切である。 

指導に当たっては、回路全体の抵抗の求め方や熱量の求め方を習得することのみを目的とするので

はなく、これまで授業で行われた観察、実験を想起したり、これまで学習した知識を活用したりし

て、発生する熱量と直列回路・並列回路における合成抵抗とを関連付けて概念的な理解を深める学習

場面を設定することが考えられる。 

その際、本設問のように、電熱線で水道水を温めて蒸留し、精製水を製造しているなど、身近な生

活と関連をもたせながら、生徒の興味・関心を向上させることが大切である。 

 

 

（２）正答率が全国平均よりも低かった問題② 

１（３） 

（出題の趣旨）露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面において、小学校で学習した知識を 

基に、地層に関する知識及び技能を関連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間の

大きさに着目して分析して解釈できるかどうかをみる。 

 

正答率：国東市 28.2  全国 36.2 
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○誤答の傾向 

すき間が観察されなかった地層３における粒の大きさと水の染み込み方を正しく解釈することと、

地層３の観察結果と水が染み出す位置を適切に関連付けて捉えることができていないと考えられるも

のが多くみられた。 

 

○指導の改善に向けて  

・小学校で学習した知識を基に、地層を構成する粒の大きさと水のしみこみ方を関連付けて説明するこ

とができるようにする。 

地層を構成する粒の大きさと水のしみ込み方を関連付けて説明することが大切である。 

指導に当たっては、小学校で学習した知識を基に、地層に関する知識及び技能を関連付けて、地層を

構成する粒の大きさとすき間の大きさに着目して分析して解釈する学習場面を設定することが考えら

れる。また、粒の大きさの異なる地層モデルを用いた実験を通して見いだしたことと、実際の地層と

を関係付けて解釈することが重要である。 

その際には、小学校でどのような内容を学習したかを授業者が丁寧に把握して、授業を通して生徒に

フィードバックし、生徒の既習事項等を確認した上で授業をデザインすることが大切である。 

 

【参考・引用】 

令和７年度全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省・国立教育政策研究所） 


